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北海道の針葉樹林に生息する1J夕ー分解菌とその作用の比較解析

学位論文内容の要旨

  森林において糸状菌類の種構成及びそのりター分解作用を解明することは森

林の物質循環の分解・還元過程や林床の養分環境の形成過程を明らかにする上

で不可欠な研究課題である。アカエゾマツは北海道の針葉樹林の代表樹種であ

り、リターの分解速度が遅いと言われているが、その分解過程は十分解明され

ていない。本研究は、リター組成の単純なアカエゾマツ林及ぴ同じトウヒ属の

ヨーロッバトウヒ林に生息する糸状菌でとくに落葉・落枝の分解に関わってい

るりター分解菌の種構成を明らかにするとともに、各菌種のりター分解作用に

ついて室内実験と野外実験をあわせて行い、森林の林床の養分環境の形成及び

物質循環おけるりター分解菌の役割を明らかにすることを目的とした。

  第1章では、リター分解に関与する担子菌類の分類と生態、森林におけるり

ターの分解過程と菌類の影響およぴりター分解菌によるりターの無機化作用に

ついての既往の研究を整理した。

  第2章では、北海道北部のアカエゾマツ天然林とヨーロッバトウヒ人工林及

ぴ野幌森林公園のアカエゾマツ人工林に生息する主要なりター分解菌である担

子菌の菌類相を調査した。その結果、これまで日本で報告されていなかった゛0し

cena属4種とCollybia属1種が採集・同定された。アカエゾマツ林とヨ‾ロツ

バトウヒ林に発生したりター分解菌類の種組成については、これまで針葉樹林

に特有の菌類として知られているものが多数を占めた。両森林には共通種が多

く、特に日本新産種のCollybia pinastrislよともに優占種であることから菌類

相が類似していることが明らかになった。また、アカエゾマツ林の優占種は3

種が日本新産種であった。

第3章では各種リ夕一分解菌の林床での分布状況を明らかにするために、



コ口二ーの形態とサイズについて調査した。ほとんどの菌種で子実体が散生す

るか、円形から不定形のコロニーに高密度の子実体が発生した。コロニーのサ

イズは様々で、直径1mに達するコロニーを形成する種も存在した。コロニーの

移動状況を明らかにするために、ヨーロッバトウヒ林の優占種であるビ． pinast－

risについて、固定プロット内のコロニー分布を5年間調査した結果、コ口二ー

位置は2～3年では大きな変化はなく、わずかに拡大あるいは拡散する傾向が

見られた。

  第4章では、担子菌のコロニーと微小菌類相の関係を明らかにするために、

数種の優占的な担子菌類のコ口ニー内に生息する微小菌類相の調査を行った。

また、新鮮リターの分解にともない出現する微小菌類と担子菌類も調らべた。

アカエゾマツ林のM.clavicularisのコ口二ー内とコロニーの外側のりターに生

息する微小菌類相に大差はみられず、ヨー口ッバトウヒ林のビ・ pinastrisとMyc

ena sp.－1、〃．vulgarisの3種の担子菌のコロニーについても、そこに生息す

る微小菌類相は類似していた。リターの分解過程において、微小菌類は既に樹

上で新鮮リターに侵入を開始していたのに対し、担子菌類はりターが地表に達

してから侵入を開始し、1年以上経過してから子実体形成することが観察され

た。室内での培養実験によっても、微小菌類は新鮮リターでも旺盛な成長を示

し、胞子を形成したのに対し、担子菌類の成長は新鮮リターよりも温水抽出処

理をしたり夕亠で良く、Ao層リ夕一では最もよく成長した。これらのことから、

担子菌類は落葉直後のりターより、雨水によって溶脱されたり微小菌類によっ

てある程度分解作用を受けたり夕一に進入し易く、その後活発に分解活動を開

始するものと推察された。

  第5章では、リター分解菌の個々の種の潜在的な分解能カを明らかにするた

めの室内培養実験と菌種の異なるコロニーの存在が林床の養分環境に与える影

響を明らかにするための野外実験を行った。アカエゾマツ林およぴヨー口ッバ

トウヒ林に優占する担子菌類7種と微小菌類3種を2樹種のAo層リターに接種

し、2カ月間培養した。その結果、担子菌類を接種した場合、微小菌類に比ベ

高い重量減少率を示した。アカェゾマツのAo層リターではほとんどの担子菌が

K゙ やNa゙ 、P043－の吸収・同化作用を示した。N03－については数種の担子菌が30

～120％の養分解放作用を示したが、その他の菌では変化が無いか、わずかな

吸収・同化作用を示した。Cl－やS04い、NH4＋、Ca2十、Mg2十でもかなりの解放作

用を示すものがみられた一方で、吸収・同化作用を示すものも多く、養分解放



作用と吸収・同化作用は一様ではないことが示された。

  野外実験はりターバック法により担子菌のコロニーのりター分解・無機化作

用について検討した。3種の担子菌のコ口二ーにりターパッグを設置し、約2

ケ月おきに2年間、重量、水溶性イオン濃度、養分含有量の分析を行った。Nや

Pの全量は分解初期に増加し、分解後期には減少したが、蓄積と解放量の推移様

式は3菌種で異なった。また、分解にともなう水溶性イオンの濃度変化を見た

場合、陽イオンと陰イオンのS042ーやP043―などは、コ口二ーの種によって解

放のピーク時期が異なることも明らかとなり、3種のコ口二ーでは養分環境の

異なることが推察された。

  第6章では、リグニン分解能カと養分解放作用の関係を明らかにするために、

室内培養により各菌種のりグニン分解能力試験を行い、養分解放・吸収作用と

の関係について検討した。その結果、優占種であった担子菌類は全てがりグニ

ン分解能を示したのに対し、微小菌類は全く分解能を持たないことが明らかに

なった。また、リターに含まれるクラーソン・リグニンの分解量を比較すると、

担子菌類はりグニンを良く分解して最大で40％のりグニンを分解したが、分解

能カには種による差が大きかった。リグニンの分解率と水溶性イオン濃度の関

係を調べた結果、Ca2十、Mg2十、S042－の濃度はりグニンの分解率と正の相関関係

がみられ、リグニン分解カが強い菌種では分解カのない菌種に比ペ、2～3倍の

Ca2゙ とMg2゙ を解放していた。K゙ 濃度はりグニン分解率と負の関係にあり、リグ

ニンの分解カの強い菌はより多くのK゙ を吸収することが明らかにされた。また、

リグニンの分解能カの低い菌種のなかには高いS042一吸収を示すものがみられた。

これに対し、リグニンを除いたりター成分の分解率と水溶性イオン濃度には相

関関係がみられず、菌のりグニン分解能カがりターの重量減少の他に、リター

か ら の養分 の開放 量に 強い影 響を与 えてい ること が示 唆され た。

  以上のことから、北海道のトウヒ属針葉樹林のりター分解に関与する主要な

糸状菌は担子菌類であり、その強カなりグニン分解能カと養分の無機化・解放

作用によって林床の養分環境の形成や物質循環における重要な役割を担ってい

ることが明らかとなった。また、種ごとに分解特性が異なり、多様な林床の養

分環境が形成されていると推察された。また、担子菌の日本新産種5種を採集

・同定することが出来た。
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北海道の針葉樹林に生息するりター分解菌とその作用の比較解析

  本論文は緒言、本論6章、要約、図61、表18からなる和文論文で、別に参考論

文7編が添えられている。

  本研究は、北海道における針槃樹林の林床の養分環境の形成及び物質循環にお

けるりター分解1箱の役制を明らかにすることをn『′、Jとし、リター糸Iu戊の！p純なア

カエゾマツ天然林と同じトウヒ屈のヨーロッバトウヒ人工林を対象として野外で

の調査・尖験と室内実験を実施したものであり、得られた成果は以下のように要

約される。

  1．アカエゾマツ天然林及びヨーロッバトウヒ人工林に生息する主要なり夕一

分解菌である担子菌の菌類相を調査した。その結果、アカエゾマツ林で15種、ヨ

ーロッバトウヒ林で21種のりター分解菌が発生し、その穏ネ11成は針槃樹林に特有

のものが多く、菌類相も類似していることを明らかにしている。また、これまで

日本で報告されていないMycena屈4椪と伽〃めぬ屈1極を日本新産種として同定

し、とくに日本新産種のCollybia pinastrisはともに優占種であり、アカエゾ

マツ林の優lh樋は3柧が日本新産稲であった。

  2．林床における担子菌のコロニーの形態とサイズの観察から、コロニーは散

生または群生し、集中分布を示すものも多く、ほとんどの菌穏は円形から不定形

のマット状のコロニーに高衛皮の子尖体を発1ニさせた。コロニーのサイズは様々

で、直径1mに述するコロニーを形成する樋も存在した。また、ビ．pinastrisにつ

いてコロニー分布を5年間調査した結果、2～3イI三ではほとんど変化は観察され

ず、  わずかに拡大あるいは拡散する鰤I向を雕認している。

  3．リタ一分解カを比較するため、アカエゾマツ林に優占する担子菌類7種と

微小菌類3種を分離し、現地で採取したAo層リターに接種し、室内培養後に重量

減少と水溶性イオン濃度を測定した。担子菌類は微小菌類に比ペ高い重量減少率

を示し、分解カの高いことを証明している。担子菌のほとんどの種はK゙ やNa゙ 、



P043－の吸収・同化作用を示すこと、N03－、Cl－、S042・、NH4J、Ca2十、PIg2十の解

放作用と吸収・同化作用は菌種によって一様ではないこと、また、担子菌類は落

葉直後の新鮮リ夕一より、雨水や微小菌類によってある程度の溶脱や分解を受け

たりターに進入し易いことなどを明らかにしている。

  4．コロニーの存在が林床の養分環境に与える影響を比較するため、3種の担

子菌のコロニーで2年間、2ケ月おきにりターバック中の養分量の変化を分析し

た。NやPの全量は分解初期に増加し、分解後期には減少したが、蓄積と解放のバ

ターンは3菌種で異なった。また、分解にともなう水溶性イオンの濃度変化は、

陽イオンと陰イオンのS042－やP043－では、コロニーの穏により解放のピーク時

期が異なった。このように3菌種のコロニーでは養分の解放速度に差が認められ、

林 床 の 養 分 環 境 は コ ロ ニ ー に よ っ て 異 な る こ と を 推 察 し て い る 。

  5．野外調査で採集された各菌種のりグニン分解能をバーペンダム反応により

検定し、さらにりグニン分解カと養分の吸収・同化・解放作用との関係について

検紂した。その糸llf来、担予1織類は仝てがりグニン分解能を示したのに対し、接合

菌類や不完全菌類などの微小菌類は全く分解能を示さなかった。また、担子菌の

りグニン分解カは菌種による差が大きく、Marasmius androsaceusの分解カが最

大であった。リグニン分解率と水溶性イオン濃度との関係では、Ca2十、Mg2十、

S042一の濃度はりグニン分解率と正の相関関係がみられ、リグニン分解カが強い

菌種では分解カのない菌種に比ベ、2～3倍のCa2十やMgz十を解放した。また、K゙ 濃

度はりグニン分解率と負の関係にあり、リグニンの分解能カの低い菌種のなかに

は高いS042一吸収を示すものがみられた。これに対し、リグニンを除いたりターの

分解率と水溶性イオン濃度には相関関係がみられず、担子菌のりグニン分解カが

りターの重量減少の他に、リターからの養分の解放量に強い影響を与えているこ

とを示唆している。

  以上のように、本研究はアカェゾマツ林とヨーロッバトウヒ林において担子菌

の日本新産種5極を同定し、、リ夕一分解過程での担子菌のりグニン分解能と養分

の吸収・同化・解放作用との関係を明らかにしたものであり：林床の養分環境形

成や物質循環のプ口セスを解｜リ］する上で不可欠な成果として学術的に高く評価さ

れる。よって榊龕員一同は、最終試験の結果と合わせて、本論文の提出者宮本敏

澄は噛士（農学）の学位を受けるのに十分な資格があるものと認定した。


